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更生保護法人 日本更生保護協会
○更生保護法人：

①特別法による法務省所管の公益法人 ②全国で168法人

○更生保護 更生＝甦る（よみがえる）

罪をつぐない再出発する人の立ち直りを助け、再び犯罪や非行を犯すことを防ごうとする活動

○更生保護活動は、「保護観察所」（法務省の出先機関）で実施

⇒ 罪を犯した人が社会の一員として立ち直るためには、地域社会の理解と協力が不可欠

⇒ 活動を支える民間ボランティア

保護司（全国５万人）、更生保護女性会、ＢＢＳ（若者の団体）、

協力雇用主、更生保護施設、自立準備ホーム 等、

日本更生保護協会は、更生保護を支える民間人・団体に対し、助成、研修会の実施、顕彰等支援。



2019年度通常枠（草の根）
「安全・安心な地域社会づくり支援事業」

• 助成対象： 罪を犯した人の立ち直りを支援する民間団体（全国）

• 実行団体：（10団体）

事業地域： 全国 （首都圏３、愛知県３、滋賀県・広島県各１、福岡県２）

法人格： ＮＰＯ法人６、更生保護法人３、 任意団体１

• 支援対象

罪を犯した依存症者、刑務所出所後に頼る先のない人、

若年女性、非行少年、罪を犯した青少年、保護観察終了者、無職の刑務所出所者等、など



この1年間の取組
冬頃～実行団体の一部に、事業停滞、課題

・組織面での課題のある団体、当初想定していた見込み通りに進まない団体など・・

2021年2月～PO有志「輪読会」に参加

3，4月 資金計画書変更（資金合算）／2019、2020年度精算事務

5月 いくつかの実行団体と、ロジックモデル的な視点で対話（アウトカムの確認等）
（気づき）活動の不足や、アウトカムの追加などの必要性

5月 ガバナンス勉強会の開催（一般財団法人 非営利組織評価センター 業務執行理事 山田様）

6月 資金計画書変更（繰越） ⇒５月に協議した団体は事業計画書も改訂

2020年12月～2021年1月

第三者評価を通じて、「資金分配団体としての事業目標」について理解、学び。

非資金的支援 ≠ 実行団体への（伴走）支援

= 資金分配団体としての活動（伴走支援含む）

⇒資金分配団体としての事業目標が明確に （地域の支援ネットワークの構築）



さて、いよいよ中間評価。しかし・・？

★中間評価・・・・・事業改善の機会

⇒改めて、実行団体についてもロジックモデル整理の必要性を痛感

⇒2021年7月～評価アドバイザーを依頼

しかし、すでに事業開始から1年半。今からでも、できることがあるのか？

むしろ「今から何をしたいのか」

それに向かって評価を「あつらえる」ことができる

• 2021年9月1日

全実行団体を対象に、ロジックモデルワークショップ（オンライン）開催＋個別支援

⇒中間評価報告書、事業計画書改訂に反映

• 2021年11月 資金分配団体のロジック整理、事業計画書の改訂

⇒非資金的支援に、資金分配団体としての事業目標を盛り込んだ形に改訂

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ロジックモデル整理の必要性を感じたが、自分ではできないことも痛感。
「輪読会」で知り合った、新藤先生に評価アドバイザーを依頼したものの
すでに１年半経過して中間評価という段階で、なにができるのか疑問もあった。

ロジックモデルのワークショップを行い、不安もあったが、概ね、必要と考えていた団体についてある程度の整理がすることができた（整理を促すきっかけにもなった）
対面や個別でも支援を行った。
その結果、実行団体はそれぞれ、中間評価報告書に向けて、見直しポイントをつかむことができたし、事業計画書の見直しもできた。





中間評価を終えて・・・

• ロジックモデルの整理を通じて

（実行団体） 課題が明確になり、事業の枠組みを全体で捉えられた、気づきがあった

• 指標、指標の取り方について検討 ⇒事後評価時の測定方法が見通せるようになった

• アウトカム見直し、活動を追加 ⇒停滞していた活動を仕切り直すことにつながった

• （実行団体・資金分配団体ともに）中間評価での事業計画の見直し、改善につながった

〔課題・悩み〕

・成果＝成績（良い数字を挙げることを求められている）という誤解、評価アレルギーの払拭

・実行団体の規模と評価負担のバランス（どこまで評価するのか）

★残り一年４ヶ月で、どこまで事業を進められ、どのような成果が出せるのか。
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